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友達たくさんつくってね友達たくさんつくってね
熊倉小学校で先生と一緒に元気に入場する新入生のみなさん熊倉小学校で先生と一緒に元気に入場する新入生のみなさん（４月６日）（４月６日）
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源

存

72 億 2,800 万円72 億 2,800 万円

平成 19年度予算
　村では毎年２回、財政の状況を村民の皆さんに公表しています。今回は、３月の村議会定例会で可決され　村では毎年２回、財政の状況を村民の皆さんに公表しています。今回は、３月の村議会定例会で可決されましました当た当
初予算を中心として、平成1初予算を中心として、平成199年度の主なお金の使いみちについてお知らせします。年度の主なお金の使いみちについてお知らせします。国の施策である三位一体改革の中、国の施策である三位一体改革の中、
福祉や環境の充実、社会資本の整備など、村民の皆さんが安心して暮らすことのできる村づくりをめざし、一般会計福祉や環境の充実、社会資本の整備など、村民の皆さんが安心して暮らすことのできる村づくりをめざし、一般会計
は 72 億 2,800 万円、前年度比 16.9％増となりました。また、特別会計・企業会計予算につきましては、それぞれのは 72 億 2,800 万円、前年度比 16.9％増となりました。また、特別会計・企業会計予算につきましては、それぞれの
事業目的の達成に努めます。事業目的の達成に努めます。

積
極
的
か
つ
効
率
的
な
財
政

運
営
を
目
指
し
ま
す
！

今年はこのように使われます今年はこのように使われます
一般会計予算は 72 億 2,800 万円一般会計予算は 72 億 2,800 万円

目　的 事　　業　　名

総 務 費

○福島県議会議員選挙費
○村議会議員選挙費
○参議院議員選挙費
○土地家屋現況図調査費

民 生 費
○地域生活支援事業・旧法施設支援費
○介護保険事業・介護サービス事業繰出金
○みずほ保育園建設事業

衛 生 費
○住民検診諸費
○浄化槽設置整備事業
○後期高齢者医療事務費

農林水産業費

○ふるさと農道緊急整備事業
○熊倉ほ場整備事業
○特定防衛施設周辺調整交付金事業
○小規模道水路整備事業
○農地・水・環境保全向上対策事業

商 工 費 ○水の郷自然紀行事業○甲子地区環境整備事業

土 木 費

○地方道路整備臨時交付金事業
○白河布引山演習場周辺道路整備事業
○土木施設災害復旧事業
○特定防衛施設周辺調整交付金事業

教 育 費

○子どもと親の相談員事業
○西一中環境整備事業
○小・中学校補修事業
○地区集会施設等建設事業

平成 19年度一般会計当初予算の主な事業

特別会計
会　計　名 予算額 前年度比 ％

墓 地 特別会計 333 万円 83.3
国 民 健 康 保 険 　〃 16 億 0,865 万円 106.2
老 人 保 健 　〃 12 億 5,820 万円 99.6
土 地 造 成 事 業 　〃 6,931 万円 70.4
公共下水道事業 　〃 12 億 2,630 万円 98.8
農業集落排水事業 　〃 1億 8,698 万円 103.1
介 護 保 険 事 業 　〃 8億 0,198 万円 101.2
介護サービス事業 　〃 5,363 万円 100.9

公営企業会計
水道事業会計 工業用水道事業会計

区　分 予算額 前年度比 ％ 区　分 予算額 前年度比 ％

収益的
収入 3億 3,429 万円 101.1

収益的
収入 3億 0,806 万円 100.3 

支出 3億 3,429 万円 101.1 支出 3億 0,806 万円 100.3

資本的
収入 9,577 万円 82.3

資本的
収入 3,100 万円 100.0

支出 2億 4,475 万円 94.2 支出 1億 8,506 万円 102.3
　資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
額 148,989 千円は、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額 7,319 千円、過年度分損益勘
定留保資金 10,057 千円、当年度分損益勘定留保
資金 124,870 千円及び当年度分利益剰余金処分
額 6,743 千円で補てんするものとする。

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足する
額 154,062 千円は、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額 5,379 千円、過年度分損益勘
定留保資金 55,384 千円、当年度分損益勘定留保
資金 83,353 千円及び当年度分利益剰余金処分額
9,946 千円で補てんするものとする。

一般会計一般会計
歳出歳出

72 億 2,800 万円72 億 2,800 万円

総務費総務費
10億10 億 4,3954,395 万円万円

民生費民生費
15億 4,040 万円15 億 4,040 万円

衛生費衛生費
6億 2,307 万円6億 2,307 万円

農林水産業費農林水産業費
6億 1,967 万円6億 1,967 万円

商工費商工費
1億 9,775 万円1億 9,775 万円

土木費土木費
11億 1,157 万円11 億 1,157 万円

消防費消防費
2億 8,884 万円2億 8,884 万円

教育費教育費
6億6億 8,8278,827 万円万円

公債費公債費
8億 2,915 万円8億 2,915 万円

その他その他
1億 6,239 万円1億 6,239 万円

・民　生　費 78,801 円
・教　育　費 35,209 円
・総　務　費 53,405 円
・土　木　費 56,864 円
・衛　生　費 31,874 円
・農林水産業費 31,700 円
・商　工　費 10,116 円
・消　防　費 14,776 円
・公　債　費 42,416 円
・そ　の　他 14,596 円

村民１人当たりの額は ・・・

369,757 円

村税村税
47億 1,868 万円47 億 1,868 万円

使用料・手数料使用料・手数料
　5,991 万円　5,991 万円

自主財源その他自主財源その他
3億 5,145 万円3億 5,145 万円

地方交付税地方交付税
1010 万円万円

国県支出金国県支出金
10億 5,704 万円10 億 5,704 万円

地方債地方債
5億 5,670 万円5億 5,670 万円

依存財源その他依存財源その他
4億 8,412 万円4億 8,412 万円

依存財源その他の内訳
・地方譲与税  1 億 5,561 万円 
・利子割交付金 564 万円 
・配当割交付金  369 万円 
・株式等譲渡所得割交付金  341 万円 
・ゴルフ場利用税交付金  3,038 万円 

・地方消費税交付金  1 億 9,408 万円 
・自動車取得税交付金  5,941 万円 
・国有提供施設交付金  1,592 万円 
・地方特例交付金  1,304 万円 
・交通安全対策特別交付金  294 万円 

自主財源その他の内訳自主財源その他の内訳
・分担金・負担金  7,960 万円 ・分担金・負担金  7,960 万円 
・財産収入  2,661 万円 ・財産収入  2,661 万円 
・寄附金 2,800 万円 ・寄附金 2,800 万円 
・繰入金  1,329 万円 ・繰入金  1,329 万円 
・繰越金  4,000 万円 ・繰越金  4,000 万円 
・諸収入 1 億 6 ,395 万円 ・諸収入 1 億 6 ,395 万円 

村税の内訳
・村民税  23 億 6,709 万円
・固定資産税  21 億 5,188 万円
・軽自動車税  3,083 万円
・村たばこ税 1 億 4,509 万円
・特別土地保有税 0 万円
・入湯税  2,379 万円

◆　

歳　

入　

◆
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議会費議会費
1億1億 2,2942,294 万円万円

その他の内訳その他の内訳
・労働費  1 万円 ・労働費  1 万円 
・災害復旧費  1 億 4,270 万円 ・災害復旧費  1 億 4,270 万円 
・予備費 1,968 万円 ・予備費 1,968 万円 
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区　　分 未償還額
一 般 会 計 69 億 2,737 万 3 千円 
公共下水道事業特別会計 42 億 2,218 万 6 千円 
農業集落排水事業特別会計 22 億 3,822 万 9 千円 
介護サービス事業特別会計 1億 9,865 万 1 千円 
水 道 事 業 会 計 13 億 8,883 万 9 千円 
工 業 用 水道事業会計 16 億 8,045 万 2 千円 

　平成 19 年３月 30 日現在の一般会計、特別会計、公営企業会計の予算執行状況は以下のとおりです。

科目 予算額 収入済額 収入率
村 税 49億 8,651 万 2 千円 49 億 4,462 万 0 千円 99.2%
地 方 譲 与 税 3億 845 万 8千円 2 億 6,150 万 4 千円 84.8%
地 方 交 付 税 266 万 4千円 3,772 万 5 千円 1,416.1%
分担金・負担金 8,376 万 2 千円 8,183 万 3 千円 97.7%
使用料・手数料 6,419 万 7 千円 5,848 万 3 千円 91.1%
国 庫 支 出 金 4億 3,976 万 6 千円 1 億 3,263 万 0 千円 30.2%
県 支 出 金 2億 7,874 万 4 千円 1 億 9,426 万 6 千円 69.7%
財 産 収 入 2,764 万 0 千円 2,554 万 9 千円 92.4%
繰 入 金 3,791 万 6 千円 3,618 万 3 千円 95.4%
繰 越 金 7,623 万 7 千円 7,623 万 8 千円 100.0%
諸 収 入 1億 1,318 万 7 千円 6,096 万 4 千円 53.9%
地 方 債 6億 9,460 万 0 千円 9,750 万 0 千円 14.0%
そ の 他 5億 1,425 万 8 千円 4 億 7,912 万 0 千円 93.2%
合 計 76億 2,794 万１千円 64 億 8,661 万 5 千円 85.0%

科目 予算額 支出済額 支出率
議 会 費 1億 1,648 万 1 千円 1 億 1,523 万 3 千円 98.9%
総 務 費 17億 1,010 万 1 千円 16 億 2,882 万 1 千円 95.2%
民 生 費 13億 3,182 万 4 千円 12 億 1,605 万 9 千円 91.3%
衛 生 費 6億 2,788 万 2 千円 6億 1,514 万 7 千円 98.0%
労 働 費 1万 3千円 8 千円 61.5%
農林水産業費 7億 2,690 万 0 千円 5 億 7,640 万 6 千円 79.3%
商 工 費 2億 0,350 万 3 千円 1 億 7,985 万 9 千円 88.4%
土 木 費 10億 1,882 万 1 千円 8 億 6,963 万 5 千円 85.4%
消 防 費 2億 8,686 万 7 千円 2 億 8,244 万 0 千円 98.5%
教 育 費 7億 2,168 万 4 千円 6 億 5,845 万 9 千円 91.2%
災 害 復 旧 費 6,789 万 9 千円 2,304 万 9 千円 33.9%
公 債 費 7億 9,406 万 1 千円 7 億 9,280 万 1 千円 99.8%
予 備 費 2,190 万 5 千円 0 千円 0.0%
合 計 76億 2,794 万１千円 69 億 5,791 万 7 千円 91.2%

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 支出率

墓 地 357 万 4千円 400 万 8 千円 112.1%
357 万 3千円 100.0%

国民健康保険 15億 8,055 万 9 千円 13 億 6,419 万 7 千円 86.3%13 億 8,963 万 2 千円 87.9%

老 人 保 健 12億 8,011 万 3 千円 11 億 5,996 万 2 千円 90.6%11 億 5,219 万 7 千円 90.0%

土地造成事業 1億 3,900 万 9 千円 1 億 5,156 万 1 千円 109.0%9,820 万 6 千円 70.6%

公共下水道事業 11億 2,241 万 3 千円 5 億 1,798 万 3 千円 46.1%9 億 1,185 万 5 千円 81.2%

農業集落排水事業 1億 8,282 万 5 千円 1 億 6,053 万 2 千円 87.8%1 億 6,946 万 8 千円 92.7%

介護保険事業 8億 1,637 万 5 千円 7 億 8,457 万 2 千円 96.1%7 億 4,075 万 0 千円 90.7%

介護サービス事業 5,192 万 8 千円 5,163 万 9 千円 99.4%
1,962 万 8 千円  37.8%

水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 3億 4,505 万 5 千円 3 億 4,434 万 1 千円 99.8%
支出 3億 4,505 万 5 千円 1億 6,730 万 6 千円 48.5%

資本的 収入 1億 2,251 万 0 千円 1,923 万 8千円 15.7%
支出 2億 9,439 万 4 千円 2億 5,675 万 7 千円 87.2%

工業用水道事業会計
区分 予算額 収入支出済額 収入支出率

収益的 収入 2億 8,202 万 4 千円 2 億 8,217 万 0千円 100.1%
支出 2億 8,202 万 4 千円 1億 3,740 万 1千円 48.7%

資本的 収入 0千円 0 千円 0.%
支出 1億 3,877 万 2 千円 7,644 万 4 千円 55.1%

一般会計

特別会計 公営企業会計

●歳入 ●歳出

財 政 調 整 基 金 12億 2,499 万 2 千円 
減 債 基 金 5,339 万 4 千円
地 域 福 祉 基 金 7,354 万 0 千円 
人 材 育 成 基 金 2億 1,897 万 3千円 
中山間ふるさと水と土保全基金 3,732 万 1 千円 
公 共 施 設 整 備 基 金 4億 9,356 万 6千円 
電源立地地域対策交付金基金 553 万５千円

地 域 振 興 基 金 3,783 万 5 千円 
義務教育施設整備基金 5億 3,477 万 6 千円 
ス ポ ー ツ 振 興 基 金 2,107 万 1 千円
畜 産 振 興 基 金 503 万 2千円 
環 境 基 金 625 万 8千円
土 地 開 発 基 金 2億 194 万 9千円

●基金 ●地方債
（平成1８年度末現在）

平 成 執の算予度年 況状行

基 金 及 び 地 方 債 状の 況
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遠
藤
さ
ん
は
、
福
祉
法
人
福

島
県
社
会
福
祉
事
業
団
に
勤
務

さ
れ
、
障
が
い
児
や
障
が
い
者

の
援
護
及
び
社
会
福
祉
施
設
の

管
理
業
務
に
従
事
し
て
き
ま
し

た
。

　

悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

な
い
で
、
迷
わ
ず
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
個
人
の
秘
密
は
、
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

〇相談所電話番号　２５－１１４４
〇相談日及び時間　毎週金曜日（祝日と年末年始を除く）
　　　　　　　　　午前９時から午後４時まで
　　　　　　　　　都合により変更になる場合があります。
〇相　談　場　所　西郷村文化センター　２階
　　　　　　　　　西郷村生活総合相談所
　＊　相談日以外の月～木（祝日を除く）は、住民生活課
　　　（２５－２１９７）で受付対応いたします。

西郷村生活総合相談所を開設

平
成
十
九
年
度
・
行
政
区
長
四
十
三
名
に

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

№ 行政区名 氏　名 № 行政区名 氏　名
１ 米 大高　紀元 23 山　下 鈴木　　一
２ 長　坂 鈴木　　弘 24 家畜改良ｾﾝﾀｰ 齋藤　義雄
３ 柏　野 鈴木　　満 25 原中下 宮城　俊郎
４ 赤　渕 大高　　久 26 原中上 鈴木　　勉
５ 下羽太 内藤冨三雄 27 上野原下 相馬　　博
６ 羽太ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ 石橋　孝雄 28 上野原上 有賀　春雄
７ 中久保 緑川　桂子 29 大　平 佐川　邦宏
８ 上羽太 鈴木　恵三 30 黒　川 真船　勝美
９ 虫　笠 白岩　優一 31 大清水 鈴木　　功
10 真名子 菊地　光男 32 一の又 遠藤　　昇
11 熊　倉 須藤　忠男 33 芝　原 円谷　光良
12 鶴　生 添田　富永 34 川　谷 上田　秀人
13 追　原 藤田　昭男 35 伯母沢 村上　喜市
14 真　船 藤井　要一 36 甲子高原 山形　利雄
15 折　口 秋山　　栄 37 　窪住宅 宮下貴伊智
16 上折口原 柳沼　英雄 38 折口原住宅 石井　久治
17 東高山 藤井　勝利 39 雇用促進住宅 近藤　次男
18 東高山ﾆｭｰﾀｳﾝ 小野田　充 40 岩下団地 菊池　　亘
19 下折口原 金内　久雄 41 下羽太新住宅 岡部　保幸
20 間の原 西坂　雄治 42 新羽太団地 酒井　慎輔
21 下新田 花安　紀夫 43 下羽太団地 大倉　松江
22 上新田 相川　喜一

　

平
成
十
九
年
度
第
一
回
行
政
区
長
会
が
四
月

十
一
日
、村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
四
十
三
行
政
区
長
を
代
表
し
て
、
米

行
政
区
の
大
高
紀
元
さ
ん
に
村
長
よ
り
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
、
今
年
度
の
行
政
区
長
会
長
に
間
の
原

行
政
区
の
西
坂
雄
治
さ
ん
、
副
会
長
に
上
野
原
上

行
政
区
の
有
賀
春
雄
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
は
今
年
一
年
、
地
区
と
行
政
を
つ
な
ぐ
大

切
な
パ
イ
プ
役
と
し
て
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

・５月　２日（水）
・５月１１日（金）
・５月１７日（木）
・５月２５日（金）

５月の相談所開設日

平成 19 年度行政区長及び保健委員名簿（敬称略）

▲代表して米行政区の大高紀元さんに委
嘱状が交付されました。
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条
例
及
び
西
郷
村
居
宅
介
護
支
援
手

数
料
条
例
を
廃
止
す
る
条
例（
可
決
）

▽
西
郷
村
重
度
心
身
障
が
い
者
医

療
費
の
給
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　
▽
西
郷
村
地
域
安
全
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　
▽
西
郷
村
集
会
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
可
決
）

　
▽
西
郷
村
営
多
目
的
路
外
駐
車
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

▽
西
郷
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

▽
西
郷
村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
可
決
）

▽
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て （
可
決
）

▽
西
白
河
地
方
衛
生
処
理
一
部
事

●一般会計・特別会計【３月補正】
会　計 補正額 総　額

一 般 会 計 834,908 7,627,941
墓 地 特 別 会 計 △ 425 3,574
国民健康保険特別会計 202 1,580,559
老 人 保 健 特 別 会 計 △ 20,377 1,280,113
土地造成事業特別会計 36,501 139,009
公共下水道事業特別会計 　△ 13,937 1,122,413
農業集落排水事業特別会計 △ 2,110 182,825
介護保険事業特別会計 10,166 816,375
介護サービス事業特別会計 △ 1,439 51,928

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
可
決
）

▽
村
の
機
関
等
の
要
求
に
よ
り
出

頭
又
は
参
加
し
た
者
に
対
す
る
費

用
弁
償
及
び
日
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

▽
村
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

（
可
決
）

▽
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

▽
西
郷
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
行
政
財
産
使
用
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

▽
西
郷
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
水
道
事
業
及
び
工
業
用

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　
▽
西
郷
村
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

▽
西
郷
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
可
決
）

▽
白
河
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業

団
規
約
の
変
更
に
つ
い
て（
可
決
）

▽
西
郷
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い

て
（
同
意
）諮　

　

問

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
（
可
決
）

報　
　

告

▽
西
郷
村
の
国
民
の
保
護
に
関
す

る
計
画
に
つ
い
て

▽
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
専
決
第
九
号
）　　
　

　

補
正
予
算

　

補
正
予
算
と
は
、
年
度
の
途
中

区　分  補正額 総　額

水道事業会計
収益的

収入 △ 532 345,055
支出 △ 532 345,055

資本的
収入 1,490 122,510
支出 △ 7,291 294,394

●公営企業会計【３月補正】

で
、
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
事
業

費
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
と

き
、
当
初
予
算
に
変
更
を
加
え
る

予
算
を
い
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
別

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

▽
西
郷
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
西
郷
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
西
郷
村
議
会
傍
聴
人
取
締
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て （
可
決
）

▽
日
本
農
業
に
甚
大
な
打
撃
を
与

え
る
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
中
止
と

Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
促
進
路
線
の
転

換
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
（
可
決
）

▽
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
（
可
決
）

区　分  補正額 総　額

工業用水道
事 業 会 計

収益的
収入 △ 25,198 282,024
支出 △ 25,198 282,024

資本的
収入 △ 31,000 0
支出 △ 42,128 138,772

請
願
・
陳
情

　

第
一
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

請
願
は
一
件
、
陳
情
は
二
件
で
し

た
。
産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
付

託
を
受
け
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

＝
請　
　

願
＝

▽
日
本
農
業
に
甚
大
な
打
撃
を
与

え
る
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
の
中
止

と
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
促
進
路
線
の

転
換
を
求
め
る
請
願
（
採
択
）

＝
陳　
　

情
＝

▽
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提

出
の
陳
情
に
つ
い
て
（
採
択
）

▽
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に

向
け
た
労
働
法
制
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
陳
情
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

  （
継
続
審
査
）

　
こ
れ
ら
採
択
さ
れ
た
請
願
及
び
陳

情
の
う
ち
意
見
書
の
提
出
を
求
め

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
関
係
行
政

庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
第
一
回
定
例
会
（
三
月
五
日
〜
十
四
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、
平
成
十
九
年
度
当
初
予
算
な
ど
、
村
長
提

出
の
四
十
九
議
案
及
び
諮
問
一
件
、
報
告
二
件
、
議
員
提
出
の
五
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
の
主
な
件
名
と
議
決
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（千円）（千円）

　

村
で
は
、
農
作
物
の
霜
被
害

を
未
然
に
防
止
し
、
農
業
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
、
役
場
に

「
西
郷
村
防
霜
対
策
本
部
」
を

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
で

設
置
し
ま
し
た
。

　

霜
害
の
発
生
は
、
農
作
物
に

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
農

家
経
営
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
防
霜
対
策
本
部
で

は
、
降
霜
予
報
が
出
た
場
合
、

村
内
全
域
に
配
備
し
て
あ
る
防

災
行
政
無
線
を
と
お
し
て
、
周

知
徹
底
を
図
り
、
被
害
を
最
小

限
度
に
抑
え
ま
す
。
ま
た
、
霜

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
被

害
の
取
り
ま
と
め
等
、
速
や
か

に
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
対
策
本

部
か
ら
の
情
報
に
耳
を
傾
け
、

農
作
物
を
霜
の
被
害
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

西
郷
村
防
霜
対
策
本
部
を
設
置▲看板を設置する佐藤村長と鈴木農政課長

村
長
提
出
議
案

▽
西
郷
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
副
村
長
の
定
数
を
定
め

る
条
例
（
可
決
）

　
▽
西
郷
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
可
決
）

▽
西
郷
村
職
員
等
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
（
可
決
）

▽
議
会
議
員
の
報
酬
、
期
末
手
当



広報にしごうNo.437 　��　Ｈ１９．　５．　１

人　

事　

異　

動

　

四
月
一
日
付
け
、
村
職
員
の
人

事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（　

）
は
前
職

【
参
事
職
】
▽
参
事
兼
学
校
教
育

課
長
（
水
道
事
業
所
長
）
相
山
保

則
▽
参
事
兼
議
会
事
務
局
長
兼
監

査
委
員
主
任
書
記
（
学
校
教
育
課

長
）
真
船
信
生
▽
参
事
兼
上
下
水

道
課
長
（
下
水
道
課
長
）
小
林
好

明【
課
長
相
当
職
】
▽
会
計
管
理
者

兼
会
計
室
長
（
収
入
役
職
務
代
理

者
兼
会
計
室
長
）
近
藤
冨
美
雄
▽

税
務
課
長
（
住
民
生
活
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
〔
生
活
安
全
担
当
〕）

吉
田
博
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
健
康
推
進
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

〔
保
健
・
国
保
担
当
〕）
森
下
富
夫

▽
健
康
推
進
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
〔
福
祉
・
介
護
担
当
〕（
税
務

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
〔
賦
課
収
納

担
当
〕）
君
島
喜
弘
▽
健
康
推
進

課
主
幹
兼
課
長
補
佐
〔
保
健
・
国

保
担
当
〕
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
（
健
康
推
進
課
主
幹
兼

課
長
補
佐
〔
福
祉
・
介
護
担
当
〕

円
谷
文
雄
▽
総
務
課
主
幹
兼
課
長

補
佐
〔
財
政
・
財
産
管
理
担
当
〕

兼
財
産
管
理
係
長
（
総
務
課
課
長

補
佐
〔
財
政
・
財
産
管
理
担
当
〕

兼
財
産
管
理
係
長
兼
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
）
真
船
和
憲
▽
学
校
教

育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼

所
長
（
下
水
道
課
課
長
補
佐
〔
業

務
担
当
〕）
大
平
一
美
▽
議
会
事

務
局
主
幹
兼
次
長
〔
議
事
担
当
〕

兼
議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
次
長

〔
議
事
担
当
〕
兼
議
事
係
長
）
水

野
由
次

【
課
長
補
佐
相
当
職
】
▽
税
務
課

課
長
補
佐
〔
賦
課
収
納
担
当
〕（
下

水
道
課
課
長
補
佐
〔
事
業
担
当
〕

兼
事
業
係
長
）
金
田
勝
義
▽
税
務

課
課
長
補
佐
〔
固
定
資
産
担
当
〕

（
農
政
課
課
長
補
佐
〔
農
地
林
務

担
当
〕）
皆
川
博
三
▽
住
民
生
活

課
課
長
補
佐
〔
生
活
安
全
担
当
〕

（
企
画
調
整
課
課
長
補
佐
兼
企
画

情
報
係
長
）
須
藤
清
一
▽
議
会
事

務
局
次
長
〔
庶
務
担
当
〕
兼
庶
務

係
長
兼
監
査
委
員
書
記
（
会
計
室

次
長
兼
会
計
係
長
）
松
田
隆
志
▽

上
下
水
道
課
課
長
補
佐
〔
下
水
道

担
当
〕（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐

兼
商
工
観
光
係
長
）
渡
辺
文
雄
▽

企
画
調
整
課
課
長
補
佐
兼
企
画
情

報
係
長
（
議
会
事
務
局
次
長
〔
庶

務
担
当
〕
兼
庶
務
係
長
兼
監
査
委

員
書
記
）
金
田
昭
二
▽
農
政
課
課

長
補
佐
〔
農
地
林
務
担
当
〕（
建

設
課
課
長
補
佐
〔
管
理
担
当
〕）

藤
田
雄
二
▽
建
設
課
課
長
補
佐

（
建
設
課
課
長
補
佐
〔
事
業
担

当
〕）
高
橋
広
志
▽
上
下
水
道
課

課
長
補
佐
〔
上
水
道
担
当
〕（
水

道
事
業
所
次
長
）
池
田
有
次
▽
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
体
育
振
興

係
長
（
税
務
課
課
長
補
佐
〔
固
定

資
産
担
当
〕）
相
川
博
▽
商
工
観

光
課
課
長
補
佐
（
住
民
生
活
課
専

門
主
査
兼
生
活
安
全
係
長
）
保
坂

文
夫
▽
総
務
課
課
長
補
佐〔
庶
務
・

人
事
・
秘
書
担
当
〕
兼
選
挙
管
理

委
員
会
書
記
（
総
務
課
課
長
補
佐

〔
庶
務
・
人
事
担
当
〕
兼
選
挙
管

理
委
員
会
書
記
）
山
崎
昇
▽
商
工

観
光
課
専
門
主
査
兼
商
工
観
光
係

長
（
健
康
推
進
課
専
門
主
査
兼
介

護
保
険
係
長
）
秋
山
マ
サ
ヱ
▽
健

康
推
進
課
専
門
主
査
兼
高
齢
者
福

祉
係
長
（
住
民
生
活
課
専
門
主
査

兼
行
政
サ
ー
ビ
ス
係
長
）
鈴
木
美

代
子
▽
企
画
調
整
課
専
門
主
査
兼

広
報
統
計
係
長
（
企
画
調
整
課
広

報
統
計
係
長
）
鈴
木
礼
子
▽
健
康

推
進
課
専
門
保
健
師
兼
保
健
係
長

（
健
康
推
進
課
保
健
係
長
）
大
倉

洋
子
▽
健
康
推
進
課
専
門
主
査
兼

国
保
係
長
（
税
務
課
専
門
主
査
兼

収
納
係
長
）
中
山
隆
男
▽
上
下
水

道
課
専
門
主
査
兼
下
水
道
事
業
係

長
（
農
政
課
専
門
主
査
兼
農
地
林

務
係
長
）
菅
野
一

【
係
長
相
当
職
】
▽
健
康
推
進
課

介
護
保
険
係
長
（
水
道
事
業
所
施

設
管
理
係
長
）
菊
地
浩
一
▽
上
下

水
道
課
上
水
道
施
設
係
長
（
健
康

推
進
課
国
保
係
長
）
鈴
木
茂
和
▽

上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係
長

（
水
道
事
業
所
業
務
係
長
）
長
谷

川
洋
之
▽
住
民
生
活
課
生
活
安
全

係
長
（
学
校
教
育
課
主
任
主
査
）

佐
藤
政
則
▽
住
民
生
活
課
住
民
係

長
（
健
康
推
進
課
主
任
主
査
）
小

針
初
代
▽
税
務
課
収
納
係
長
（
税

務
課
主
任
主
査
）
徳
田
庄
一
▽
会

計
室
会
計
係
長
（
税
務
課
主
任
主

査
）
芳
賀
盛
男
▽
上
下
水
道
課
下

水
道
業
務
係
長
（
下
水
道
課
主
任

主
査
）
鈴
木
幸
雄
▽
農
政
課
農
地

林
務
係
長
（
税
務
課
主
任
主
査
）

若
林
哲
雄
▽
住
民
生
活
課
主
任
主

査
（
住
民
生
活
課
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
主
査
）
和
知
正
道
▽
健

康
推
進
課
主
任
主
査
（
企
画
調
整

課
主
任
主
査
）
田
中
節
子
▽
上
下

水
道
課
主
任
主
査
（
下
水
道
課
主

任
主
査
）
小
山
由
美
▽
健
康
推
進

課
主
任
主
査
（
生
涯
学
習
課
中
央

公
民
館
主
任
主
査
）
長
谷
川
由
喜

子
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園

主
任
保
育
士
（
健
康
推
進
課
熊
倉

児
童
館
主
任
児
童
厚
生
員
）
熊
谷

千
代
子
▽
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保

育
園
主
任
保
育
士
（
健
康
推
進
課

小
田
倉
児
童
館
主
任
児
童
厚
生

員
）
白
井
久
美
子
▽
健
康
推
進
課

ま
き
ば
保
育
園
主
任
保
育
士
（
健

康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園
副
主
任

保
育
士
）
佐
藤
由
美
▽
健
康
推
進

課
小
田
倉
児
童
館
主
任
児
童
厚
生

員
（
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園

副
主
任
保
育
士
）
古
川
三
重
子
▽

農
政
課
主
任
主
査（
農
政
課
主
査
）

黒
須
賢
博
▽
建
設
課
主
任
主
査

（
健
康
推
進
課
主
査
）
相
川
哲
也

▽
建
設
課
主
任
主
査
（
建
設
課
主

査
）
木
村
三
義
▽
学
校
教
育
課
主

任
主
査（
水
道
事
業
所
主
任
主
査
）

大
倉
昇
▽
生
涯
学
習
課
主
任
主
査

（
生
涯
学
習
課
主
査
）
緑
川
浩
▽

生
涯
学
習
課
中
央
公
民
館
主
任
主

査
（
健
康
推
進
課
主
任
主
査
）
鈴

木
美
津
子
▽
生
涯
学
習
課
主
任
主

査
（
生
涯
学
習
課
主
査
）
添
田
真

二
▽
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
〔
県

派
遣
社
会
教
育
主
事
〕（
福
島
県

教
育
委
員
会
）
土
屋
好
二
▽
総
務

課
主
査
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

（
総
務
課
付
け
〔
福
島
県
派
遣
〕）

仁
平
隆
太
▽
税
務
課
課
主
査
（
建

設
課
主
査
）
今
井
学
▽
健
康
推
進

課
み
ず
ほ
保
育
園
副
主
任
調
理
員

（
健
康
推
進
課
み
ず
ほ
保
育
園
調

理
員
）
小
林
光
恵
▽
健
康
推
進
課

熊
倉
児
童
館
副
主
任
児
童
厚
生
員

（
健
康
推
進
課
ま
き
ば
保
育
園
副

主
任
保
育
士
）
小
山
幸
子
▽
上
下

水
道
課
主
査
（
下
水
道
課
主
査
）

鈴
木
弘
嗣
▽
上
下
水
道
課
主
査

（
水
道
事
業
所
主
事
）
斎
須
良
憲

▽
上
下
水
道
課
主
査
（
総
務
課
付

け
〔
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
派
遣
〕）
高
内
慎
介
▽
学

校
教
育
課
西
郷
第
二
中
学
校
副
主

任
用
務
員
（
学
校
教
育
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理
員
）
真

船
利
子
▽
学
校
教
育
課
熊
倉
小
学

校
副
主
任
用
務
員
（
学
校
教
育
課

川
谷
中
学
校
副
主
任
用
務
員
）
浜

名
直
子
▽
学
校
教
育
課
川
谷
小
学

校
副
主
任
用
務
員
（
学
校
教
育
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理

員
）
年
本
和
子
▽
学
校
教
育
課
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理
員

（
学
校
教
育
課
熊
倉
小
学
校
用
務

員
）
深
谷
恵
美
子
▽
学
校
教
育
課

川
谷
中
学
校
副
主
任
用
務
員
（
学

校
教
育
課
羽
太
小
学
校
用
務
員
）

青
山
和
子
▽
学
校
教
育
課
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理
員
（
学

校
教
育
課
西
郷
第
二
中
学
校
用
務

員
）
辺
見
富
美
子
▽
学
校
教
育
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
任
調
理

員
（
学
校
教
育
課
学
校
給
食
タ
ー

調
理
員
）
辺
見
三
起
子
▽
学
校
教

育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
任

調
理
員
（
学
校
教
育
課
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
深
谷
利
子

【
係
員
】

▽
総
務
課
付
け
〔
白
河
地
方
広
域
市

町
村
圏
整
備
組
合
派
遣
〕（
税
務
課

主
事
）鈴
木
亮
▽
総
務
課
付
け〔
独

立
行
政
法
人
那
須
甲
子
青
少
年
自

然
の
家
派
遣
〕（
健
康
推
進
課
主
事
）

鈴
木
智
章
▽
税
務
課
主
事
（
建
設

課
主
事
）
真
船
栄
作
▽
建
設
課
主

事
（
商
工
観
光
課
主
事
）
奥
山
雄

一
▽
学
校
教
育
課
羽
太
小
学
校
用

務
員
（
学
校
教
育
課
川
谷
小
学
校

用
務
員
）
小
野
崎
雅
子
▽
上
下
水

道
課
主
事
（
下
水
道
課
主
事
）
鈴

木
淳
一
▽
建
設
課
主
事
（
税
務
課

主
事
）
佐
々
木
達
也
▽
総
務
課
主

事
兼
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
（
新

採
用
）
北
條
敦
美
▽
税
務
課
主
事

（
新
採
用
）
白
土
寛
典
▽
企
画
調

整
課
主
事
（
新
採
用
）
佐
藤
陽
子

▽
健
康
推
進
課
主
事
（
新
採
用
）

森
涼
平
▽
住
民
生
活
課
主
事
（
新

採
用
）
安
藤
美
喜
雄
▽
健
康
推
進

課
保
健
師
（
新
採
用
）
青
木
聡
美

▽
健
康
推
進
課
保
健
師（
新
採
用
）

鈴
木
麻
衣

【
退
職
者
】〈
三
月
三
十
一
日
付
け
〉

▽
鈴
木
正
敏
（
参
事
兼
議
会
事
務

局
長
兼
監
査
委
員
主
任
書
記
）
▽

神
田
金
吾
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
▽
鈴
木
謙
二
（
税
務
課
長
）

▽
真
船
善
一
郎
（
生
涯
学
習
課

主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
体
育
振
興

係
長
）
▽
熊
田
公
一
（
学
校
教
育

課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
所

長
）
▽
佐
藤
文
子
（
総
務
課
長
補

佐
〔
秘
書
担
当
〕）
▽
新
井
光
子

（
健
康
推
進
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
）▽
横
溝
三
枝
子（
健

康
推
進
課
専
門
主
査
兼
高
齢
者
福

祉
係
長
）
▽
小
松
茂
（
下
水
道
課

専
門
主
査
兼
業
務
係
長
）
▽
小
針

広
子
（
住
民
生
活
課
住
民
係
長
）

こ
れ
ま
で
の
「
助
役
」
か
ら 「
副
村

長
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り

「
助
役
」
が
「
副
村
長
」
に
、
そ

し
て
「
収
入
役
」
が
「
会
計
管
理

者
」に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
二
日
、
村
長
室
に
お
い
て

村
長
よ
り
副
村
長
で
あ
る
菊
池
亘

高
氏
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
機
構
改
革
に
よ
り
水
道

事
業
所
と
下
水
道
課
が
統
合
さ

れ
「
上
下
水
道
課
」
に
な
り
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
の
間
は
、
今

ま
で
の
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
事
務

を
と
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
ま
す
。　
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　村内の小中学校で、平成 18 年度に体育・文

化関係で優秀な成績を収めた児童や生徒に対し、

村の教育委員会より表彰状が授与されました。

　体育関係では、ソフトテニス大会での優勝や

陸上競技大会での活躍、文化関係では作文コン

クールでの特選や西二中科学部の水質調査研究

等が評価され表彰されました。

　村内の各小学校で、卒業式が行われました。

熊倉小学校では真新しい中学校の制服に身を包

んだ６年生一人ひとりに、校長先生から卒業証

書が手渡されました。

　この日、卒業証書を手にした６年生は、熊

倉小学校 75 名、小田倉小学校 102 名、米小

学校 26 名、羽太小学校 14 名、川谷小学校 13

名のあわせて 230 名で、先生との別れを惜し

んでいました。

　毎日通学路に立ち、子どもたちの安全を見守り

続けている陳野定男さんに対し、熊倉小学校から

感謝状が、そして子どもたちの代表である６年生

の鈴木美咲さんと小林加苗さんより花束と手作り

のティッシュカバーが贈られました。

　陳野さんは平成 11 年から街頭指導にあたって

おり、「これからも子どもたちの安全を見守りま

す」と話していました。

　みなさんは納豆の栄養成分を知っていますか？

骨を丈夫にするビタミン や血栓を溶かすナット

ウキナーゼがふくまれています。これは「元気に

長生き 100 歳食入門」と題し、テレビ等でお馴

染みの食文化史研究家の永山久夫先生の講演会で

紹介されました。健康・長生き・ボケ知らずとし

て和食を積極的に摂ることと、一日一回は大笑い

をすることが必要だそうです。

　４月は、それぞれに新たなスタートをきる方も多いことで
しょう。村内でも保育園や幼稚園の入園式と小・中学校の入
学式、そして新社会人としての出発や新天地での勤務等、期
待と不安がいっぱいの様子をご紹介します。

　日夜、村民の安心・安全を守る西郷村消防団

の辞令交付式が、村の文化センターで行われ、

消防団長より 26 名の新入団員を含む 87 名に

辞令が交付されました。統監である村長より

「村民が安心して生活できるよう努めてくださ

い」と訓示があり、団員の皆さんは気を引き締

めていました。
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■お問い合わせ　税務課　☎２５－１１１３

「税の公平性と延滞金 」
シリーズ─⑤

　
「
税
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
学
校
や

道
路
等
の
公
共
施
設
の
建
設
や
ゴ
ミ
処
理
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
大
切
な
財

源
で
す
。

　

身
近
な
「
税
」
に
つ
い
て
、
仕
組
み
や
役
割
に

つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●税の公平性

●延滞金の計算方法
　納期内に税金の納付がなかった場合、納期内に納税した方

との公平性を図るため、納期限の翌日から納付の日までに年

利 14.6％の割合で計算した金額の延滞金がかかることとなりま

す。

　ただし、納期限の翌日から１か月を経過する日までは、「前年

11 月 30 日現在の基準割引率および基準貸付利率に 4.0％を加

算した割合、ただし年利 7.3％を上限 とする年利」で計算します。

　

例　A さんの国保税第１期分が 50,000 円だとします。

　納期限を過ぎて１年経過すると国保税 50,000 円の他に延滞 

　金が 6,800 円になり、５年が経過すると延滞金は、なんと！

　36,000 円にもなってしまうのです。

)
*
+
,
-
�
.
/
0
1
2
)

　

次
郎
さ
ん
は
今
か
ら
千
二
百
年
前
の
平
安

時
代
に
生
き
て
い
た
人
で
す
。
次
郎
さ
ん
が

生
き
て
い
た
時
代
は
米
を
作
る
よ
う
に
な
り
、

定
住
し
、
ム
ラ
を
作
り
、
集
団
で
生
活
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
次
郎
さ
ん

た
ち
の
暮
ら
し
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

*
+
,
-
3
4
5
6
7
6
8

次郎さん
　

次
郎
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
の
華
子
さ
ん
と
、
子

ど
も
二
人
の
四
人
家
族
で
す
。
次
郎
さ
ん
た
ち

は
地
面
に
、
一
辺
が
四
ｍ
前
後
の
四
角
い
穴
を

掘
っ
て
、
柱
を
立
て
、
屋
根
を
か
ぶ
せ
た
竪た

て
あ
な穴

住じ
ゅ
う
き
ょ
居
（
写
真
①
）
に
住
ん
で
い
ま
す
。
住
居
の

規
模
は
十
畳
程
度
で
、
住
居
内
は
食
事
を
し
た

り
、
寝
た
り
す
る
ス
ペ
ー
ス
に
使
わ
れ
、
東
側

の
壁
に
は
、
煮
炊
き
を
す
る
た
め
の
カ
マ
ド
が

作
ら
れ
、
華
子
さ
ん
が
料
理
を
し
て
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
お
風
呂
や
ト
イ
レ
な
ど
は
住
居
外

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

次
郎
さ
ん
た
ち
は
玄
米
、
山
菜
汁
、
漬
け
物

と
い
っ
た
も
の
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
赤
い
色
の
土
器
（
写
真
②
）
に
盛
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
コ
メ
や
水
を
貯
め
る
容
器
と
し

て
、
灰
色
を
し
た
土
器
（
写
真
③
）
も
使
い
ま

し
た
。
こ
の
灰
色
を
し
た
土
器
は
、
会
津
の
窯

写真①　竪穴住居

写真③　灰色をした土器

図①　「大」刻書土器

で
焼
か
れ
、
次
郎
さ
ん
た
ち
が
手
に
入
れ

た
も
の
で
す
。

　

赤
い
色
の
土
器
の
中
に
は
、
文
字
を
刻

ん
だ
り
、
墨
で
書
い
た
り
し
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
図
①
は
「
大
」
と
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
通
常
使
う
も
の
と
、
お
祭

り
な
ど
の
特
別
な
時
に
使
う
も
の
を
区
別

す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

写
真
④
は
鉄
製
の
紡ぼ
う
す
い
し
ゃ

錘
車
で
す
。
紡
錘

車
は
機
織
り
を
す
る
糸
を
紡
ぐ
た
め
の
道

具
で
、
自
分
た
ち
が
着
る
も
の
は
当
然
と

し
て
、
そ
の
当
時
の
税
金
と
し
て
納
め
る

も
の
の
中
に
は
、
コ
メ
以
外
に
布
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
華
子
さ
ん
が
紡
錘
車
を
使
っ

て
、
せ
っ
せ
と
糸
つ
む
ぎ
を
し
て
い
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。　

　

次
郎
さ
ん
た
ち
の
ム
ラ
の
周
囲
は
、
阿

武
隈
川
と
そ
の
支
流
の
影
響
に
よ
っ
て
、

湿
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
湿
地

を
利
用
し
て
、
次
郎
さ
ん
た
ち
は
水
田
を

作
り
、
コ
メ
を
作
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

現
在
、
関
根
遺
跡
周
辺
は
、
ほ
場
整
備

が
行
わ
れ
、
大
規
模
な
水
田
が
広
が
る
地

帯
へ
と
変
貌
し
ま
し
た
。
そ
の
下
に
は
太

郎
さ
ん
や
次
郎
さ
ん
た
ち
の
生
き
て
い
た

痕
跡
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
水
田
地
帯

を
眺
め
な
が
ら
、
時
折
、
古
代
の
人
々
が

暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

後
編

紡錘車を使って糸つむぎをする華子さん

写真②　赤い色の土器

写真④　紡錘車

　村税は、村のさまざまな事業を行うための費用を、所得や資
産の状況に応じて、村民に公平に負担していただいているもの

です。

　村税には、それぞれ納期限が定められており、その納期内に

納付することになっています。

　税務課では、納期内に納付された方と納期内に納付がなかっ

た方との不公平をなくし、税負担の公平性を実現するため、適

切な滞納整理を行っています。

　エアコンや暖房器具に頼りすぎていませんか。

夏は涼しく、冬はあたたかく、服装一つ工夫するこ

とで、体感温度はずいぶん違ってきます。

　また、冷暖房の使用をそれぞれ１℃控えると、

CO2 の削減に大きな効果が期待できます。人がいな

い部屋のエアコンをこまめに止めることも大切です。

これらは無理なく、今すぐできることです。

「 温度調整を心がける」
冷房の設定温度は 28℃、暖房の室温は 20℃に

一世帯当たりの
年間 CO2 の削減効果

約 31 ㎏

一世帯当たりの
年間排出量に対する
　　削減割合

0.5％１年間の節約金額
約 2,000 円

冷房の温度を 1℃高く、暖房を 1℃低く設定した場合

●ドアや窓はきちんと閉め、出入り時の開閉も

　少なくする。

●夏はレースのカーテンやすだれなどで日差し

　をカット。

●冬は床まで届く長いカーテンで保湿効果を。

●扇風機を併用し、空気を循環させる。

●エアコンのフィルターはこまめに掃除する。

で とこるき
冷暖房の工夫

出典：環境省「環のくらし」
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弔
慰
金
・
給
付
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　
「
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
八
回

特
別
弔
慰
金
」
に
つ
い
て
、
も
う
手
続
き

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
現
在
、「
戦
傷
病
者
等
の
妻
の

方
々
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
の
請
求
受

付
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
が
開
始
さ
れ
て
い
る
「
戦

傷
病
者
の
妻
の
方
々
に
対
す
る
特
別
給
付

金
」
は
、
戦
傷
病
者
を
永
年
介
護
さ
れ
て

き
た
奥
様
の
ご
苦
労
に
対
し
、
国
と
し
て

慰
籍
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
戦
傷

病
者
の
奥
様
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

※
手
続
き
方
法
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
左
記
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
福
祉
係
）

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事

変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及
び

旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ

の
ご
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
２
年
間
延
長
さ
れ
、
平

成
21
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
請
求
用
紙
は
、
健
康
推
進
課
（
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
の
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
左
記
に
問
合
せ

て
く
だ
さ
い
。

●歯科医　休日当番日
  5. 3 岩 谷 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-4363
  5.  4 海 野 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-7474
  5.  5 か た の 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-8833
  5.  6 河 島 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2739
  5.13 国 馬 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 45-2781
  5.20 小 林 歯 科 医 院（白河市）☎ 28-3691
  5.27 斎 須 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-4347

●今月の納税

軽 自 動 車 税（全　期）

5 月 31 日（木）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

尺
）
７
基
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

増
進
の
た
め
に
貸
出
を
お
こ
な
う
も
の

で
す
。
行
政
区
で
行
う
祭
り
や
盆
踊
り

大
会
等
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
貸
出
等
に
つ
い
て
は
左
記
の

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
西
郷
村
の
団
体
等
で
、
そ
の
使
用
に  

　

つ
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

　

趣
旨
に
合
致
し
て
い
る
と
認
め
た
団

　

体
に
対
し
て
行
い
ま
す
。
個
人
的
使

　

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、
使
用
中
の

　

経
費
及
び
破
損
修
復
費
用
は
借
受
け

　

た
団
体
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

③
貸
出
期
間
は
原
則
と
し
て
１
週
間
以

　

内
と
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に
太
鼓

　

を
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

第
14
回
赤
面
山
山
開
き

●
開
催
日　

５
月
27
日
㈰

●
場
所　

赤
面
山

●
日
程　

７
時　

旧
白
河
高
原
ス
キ
ー

　

セ
ン
タ
ー
で
受
付
後
、
自
由
登
山

※
参
加
者
へ
甲
子
温
泉
半
額
入
浴
券
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
及
び
抽
選
で
景
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
問
合
せ　

商
工
観
光
課　
　

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

　

平
成
19
年
度
の
自
動
車
税
に
つ
い
て

は
５
月
10
日
頃
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
５
月
2
日
頃
に
「
納
税
通
知
書
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
５
月
31
日

㈭
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
て
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
な
ど
の
県
税
部
に

お
け
る
納
税
等
の
取
扱
は
平
日
の
ほ
か
、

取
扱
時
間
の
延
長
及
び
休
日
窓
口
の
開

設
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
県
税
部
窓
口

　

・
時
間
延
長
の
日
（
５
月
28
日
〜
31
日
）

　

19
時
30
分
ま
で

●
休
日
開
設
窓
口

　
（
県
税
部
窓
口
・
棚
倉
町
役
場
内
臨
時
窓
口
）

　

５
月
26
日
㈯
〜
５
月
27
日
㈰

　

９
時
〜
16
時
ま
で

　

ま
た
、
身
体
あ
る
い
は
知
的
も
し
く

は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
う
ち
、

ど
ち
ら
か
一
方
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
５
月
24
日
㈭
ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
を
納
め
た
と

き
の
領
収
書
に
は
、
車
検
時
に
必
要
と

■
問
合
せ　

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室 

業
務
担
当

　

☎
０
３
｜
５
２
５
３
｜
５
１
８
２

　

℻  
０
３
｜
５
２
５
３
｜
５
１
９
０

太
鼓
貸
し
出
の
お
知
ら
せ

　

宝
く
じ
普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
宝

く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
す
る
㈶

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
18
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、
長
胴

太
鼓
（
３
尺
）
１
基
、
長
胴
太
鼓
（
１

尺
６
寸
）
５
基
、
二
丁
掛
け
締
太
鼓
（
１

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  5. 3 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  4 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  5 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.  6 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
  5.13 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  5.20 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
  5.27 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551

●内科医　休日当番日（白河地区）
  5. 3 新 白 河 中 央 病 院（白河市）☎ 28-1111
  5.  4 新 白 河 中 央 病 院（白河市）☎ 28-1111
  5.  5 新 白 河 中 央 病 院（白河市）☎ 28-1111
  5.  6 新 白 河 中 央 病 院（白河市）☎ 28-1111
  5.13 千 葉 医 院（白河市）☎ 24-2080
  5.20 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114
  5.27 鈴木ホームクリニック（白河市）☎ 31-8181

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                                                                                        （生 活 安 全 ）
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

行政サービスセンター 31-2237 議 会 事 務 局 25-2980
健康推進課（保健・国保）
                （地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

25-1115
25-3910

農業委員会事務局 25-2946
西郷村土地改良区 25-1116

包括支援センター・在宅介護支援センター 25-5121 学 校 教 育 課 25-2370
商 工 観 光 課 25-2910 学校給食センター 25-1256
農 政 課 25-1116 生 涯 学 習 課 25-2371

建 設 課 25-1117
25-1118 代 表 25-1111

　この事業は、昭和 56 年５月 31 日以前に建築された西郷村
に建つ木造住宅について、耐震診断を行う建築士等を派遣し
て耐震診断することにより、住宅の地震に対する安全性の確
保・向上を図り、震災に強いまちづくりを推進することを目
的とした事業です。

●対象家屋
①建物所有者が自ら居住する住宅で、建物の建築工事の着手が
昭和 56 年５月 31 日以前にされた戸建て住宅です。
②在来軸組工法、伝統的工法、枠組壁工法等による木造３階建
て以下の在宅です。
③過去に、この要綱に基づく耐震診断を受けていない住宅です。
　※上記の３点いずれにも該当している必要があります。

●申し込み方法
　建設課またはジャスコ白河西郷店内西郷村行政サービスセ
ンターに備え付けてあります、「西郷村木造住宅耐震診断者派
遣申込書」に必要事項を記入のうえ、下記の期限までに建設
課まで提出してください。
（その他、詳しい内容は下記まで問合せてください。）

●申込み期限　平成 19 年 6 月 15 日

■問合せ　建設課（管理係）
　☎２５－１１１７

西郷村木造住宅耐震診断者派遣事業
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③
村
営
折
口
原
団
地　

二
戸

　
　
（
６
畳
・
4.5
畳
・
３
畳
）
204
号
・
206
号

　
　

西
郷
村
大
字
熊
倉
字
内
山
118　

■
問
合
せ　

建
設
課
（
管
理
係
）

少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

●
日
時　

５
月
22
日
㈫
〜
７
月
24
日
㈫

　

毎
週
火
曜
日　

計
12
回　

19
時
〜
21
時

●
場
所　

村
民
体
育
館

●
対
象
者　

　

村
内
の
小
学
校
３
年
生
〜
６
年
生
の
男
女

●
定
員　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
募
集
締
切　

５
月
15
日
㈫

●
準
備
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
着

　

替
え
、
飲
み
物

●
参
加
料　

　

一
人
１
、０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）

な
る
「
継
続
検
査
用
の
（
車
検
用
）
の

納
税
証
明
書
」
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、

車
検
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
軽
自
動
車
税
で
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
に
は
、
引
落
確
認
が
出
来

ま
し
た
ら
、
６
月
中
旬
に
継
続
検
査
用

（
車
検
用
）
の
納
税
証
明
書
を
送
付
い
た

し
ま
す
。

■
問
合
せ　

　

▼
自
動
車
税

　

福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部　

　

☎
２
３
｜
１
５
１
９

　

▼
軽
自
動
車
税　

税
務
課

｜
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
｜

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

等
の
手
続
き
は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は

9
�
"�
�
:
;
<
=
>
?
@

至
急
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
手
続
き
を

さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
｜
５
３
６
｜
４
６
０
７

春
の
行
政
相
談
週
間

　

５
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
は
春
の
行
政

相
談
週
間
で
す
。悩
み
・
苦
情
は
ま
ず
相
談
！

　

な
お
、
行
政
に
対
す
る
要
望
や
苦
情
の
相

談
を
受
け
る
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
）
が
４
月
か
ら
２
名
に
な
り
、
毎
月

１
回
定
期
相
談
所
を
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

設
し
て
お
り
ま
す
が
、
自
宅
で
も
随
時
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
委
員　

　

・
越
前　

六
郎
（
再
任
）

　
　

☎
２
５
｜
３
３
６
７

　

・
仁
平　

か
よ
子
（
新
任
）

　
　

☎
２
５
｜
３
５
０
５

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

平
成
19
年
度

白
河
地
方
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
日
時　

５
月
24
日
㈭ 

　

14
時
〜
16
時
（
受
付
13
時
30
分)

●
場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白
河

●
対
象
者　

　
〈
学
生
〉　

平
成
20
年
３
月
大
学
・
短
大
・

　
　

専
門
学
校
の
卒
業
予
定
者

　
〈
参
加
企
業
〉　

未
定
（
開
催
日
直
前
ま

　
　

で
参
加
を
募
り
、
よ
り
多
く
の
企
業
に

　
　

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

　
　

す
の
で
、
事
前
に
把
握
し
た
い
方
は
開

　
　

催
日
２
〜
３
日
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

●
参
加
費　

無
料

■
問
合
せ　

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組
合
内

　

県
南
地
域
地
場
産
業
振
興
対
策
協
議
会
事
務
局

　

☎
２
２
｜
１
１
４
５

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
入
居
希
望
者
は
条
件
等
を
確
認

の
う
え
、
期
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

５
月
1
日
㈫
〜
５
月
15
日
㈫

●
入
居
抽
選
日　

５
月
21
日
㈪
10
時

●
募
集
団
地

　

①
村
営
岩
下
団
地　

二
戸

　
　
（
６
畳
２
間
・
4.5
畳
）

　
　

１
号
棟
101
号
・
３
号
棟
303
号

　
　

西
郷
村
大
字
小
田
倉
字
岩
下
75―

１

　

②
村
営
杉
山
団
地　

三
戸

　
　
（
６
畳
２
間
・
4.5
畳
）
201
号
・
303
号
・
403
号

　
　

西
郷
村
大
字
米
字
杉
山
前
125―

１

A
B
CD

D

E
F
:
G
H
I
J
K
L
M
6
ND

D◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
佐
川
邦
宏
さ
ん　

　
　
　
　
【
大
平
】

　
（
３
月
13
日
、
故
佐
川
イ
チ
氏
の
遺
志
と

　

し
て
西
郷
村
人
材
育
成
事
業
の
た
め
に
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
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      教育目標
　　　自分のよさ、個性を生かし、
　　　心豊かにたくましく生きる子ども  
　具体目標
　　　　　○　思いやりのある子ども
　　　　　   ○　進んで学習する子ども
　　　　　   ○　体をきたえる子ども
　目指す児童像
　　　夢と希望ふくらむ安全で楽しい学校   
　　　　（自立と共生）

                  校章の由来
 　全体を「かしわのは」３枚を組み
合わせ、その中央に西郷の西を円形

に表し、その中に熊倉小と入れ、そ

の下に葉の茎をつけたものです。か

しわは、西郷村の木であり、茎はペ

ンに型どり勉学の意味を持っていま

す。昭和 29 年、当時本校職員であっ

た本田雄一先生の作です。

熊倉小学校の紹介

熊倉小学校の特色ある教育活動熊倉小学校の特色ある教育活動

①読書活動の充実
　活字離れの進む昨今、読書への興味・感心を高
め、読書に親しませるとともに、本好きの子ども
を育てることにより、読解力や知識、豊かな感性
を身に付けさせるために「読書活動の充実」に力
を入れて実践しています。

②英語活動の充実
　最近小学校の英語教育についていろいろと話題になってい
るようですが、本校では「簡単な英会話や外国の人との交流
などの体験学習を通して、言葉や背景にあるものの考え方や
生活習慣の違いに興味・関心を持ち、誰とでも思いやりの心
を持って親しく接する態度を身に付ける」ことを目的とし、
全学年で英語学習を積極的に取り入れ実践しています。

③米作り体験活動
　ＰＴＡと連携協力し、有機農法による米作りを
親子で体験し、親子のよい関係と食に対する関心
の高揚をねらいとして実践しています。とれたお
米で収穫祭を行います。

　
　

校　

歌

土
岐
善
磨　

作
詞

渡
辺
浦
人　

作
曲

一　

春
の
ひ
か
り
に　

か
が
や
く
波
の

　
　

清
く
正
し
く　

流
れ
る
と
こ
ろ

　
　

つ
づ
く
牧
場
に　

花
が
さ
く
と
き

　
　

互
い
に　

た
ゆ
ま
ず

　
　

あ
す
へ
と
誓
え
ば

　
　

あ
の
峰　

こ
の
野
に　

雲
も
晴
れ
る
よ

二　

み
ど
り　

そ
よ
風　

す
ず
し
い
夏
の

　
　

影
も
深
ま
り　

ゆ
き
か
う
道
に

　
　

や
が
て
も
み
じ
の　

色
も
あ
ざ
や
か

　
　

あ
か
る
く　

た
の
し
く

　
　

い
っ
し
ょ
に
進
も
う

　
　

西
郷　

希
望
の　

若
い
ち
か
ら
と

　
　
　

み
な
健
や
か
に　

こ
こ
に
あ
り

　
　
　

わ
れ
ら
の　

熊
倉
小
学
校

　
　
　

▲ジャスティン先生の授業▲いろいろな国の方との交流学習

　　　　熊倉小学校の歴史
明治  ８年　真船小学校創立
明治 34 年   西郷第一尋常小学校と校名改称
昭和 16 年   西郷村熊倉国民学校と校名改称
昭和 22 年   学制改革で西郷村立熊倉小学校となる
平成  ６年　現在の校舎改築完了
平成  ８年　講堂完成
平成 11 年   学校読書推進賞受賞
平成 12 年   英語の時間導入
平成 17 年   学校創立 130 周年をむかえる
平成 18 年   優良ＰＴＡ文部科学大臣賞受賞

▲お話し会の様子 ▲保護者の読み聞かせの　　
みなさん

　▲稲刈りの様子

児童数 424 名・学級数 17・教職員数 27 名



2007 年 5 月
May行事
レカ ンダー

●今月の顔────
歯科クリニック（3/14）に来ていた

　　　　恥ずかしがりやな子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・5/3 ～ 5/6 石臼体験（まほろん① 11:00 ～、② 14:00 ～）
・5/3 ～ 5/5 鮫川村ふるさと春まつり（鹿角平観光牧場）
・5/3 越代サクラ祭（古殿町越代サクラ祭公園　10:30）
・5/6 あそびの学校「わりばしてっぽうの的当てゲーム大
会」（ジャスコ白河西郷店　13:30）

・5/10 おひざにだっこのおはなし会（西郷村文化センター
　10:30）

・5/13 二岐山山開き（天栄村ブナ山荘　6:30）
・5/13 春季大茶会（南湖翠楽園　9:00）
・5/27 やぶさめ大会春の陣（古殿町）

人口と世帯数（4月 1日現在）人口 19,611 人（前月比 -78）男 9,888 人（-36）女 9,723 人（-42）世帯数 6,332 戸（-13）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/ ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp
古紙配合率 100％再生紙を使用しています。

00

00

00

日 月 火 水 木 金 土
11 2

生活総合相談所（9:00
文化センター）
子どもの日お祝い会
（10:00 まきば保育園）
子どもの日お祝い会
（10:00 村立西郷幼稚
園）

33憲法記念の日
羽太グリーンタウ
ン販売会～ 5 日
（10:00 現地）

44みどりの日 55こどもの日

6
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

77 88 9
乳 が ん 検 診
（9:00,13:00保健福
祉センター）

10
12 ～ 13 ヶ月児健
康 相 談（9:30 保
健福祉センター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生
活支援センター）
赤ちゃんの子育て
講座（13:30 保健
福祉センター）

11
生 活 総 合 相 談 所
（9:00 文化センター）
乳がん検診（9:00,
13:00 保健福祉セン
ター）幼年消防入
団式（10:00 まきば、
みずほ保育園）

12
運動会（川谷小）

13
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

1414
母子手帳交付・健
康相談日（13:00
保 健 福 祉 セ ン
ター）

15
乳 が ん 検 診
（9:00,13:00 保 健
福祉センター）
西郷村交通対策協
議会総会（9:30 プ
レハブ会議室）

1616 17
生活総合相談所
（9:00 文 化 セ ン
ター）

1818
交通教室（10:00 み
ずほ保育園）
西白河郡身体障が
い者福祉会総会　
（10:00 文 化 セ ン
ター）

1919
運動会（小田倉小、
熊倉小、羽太小、
米小）
ふ る さ と 講 座
（10:00 文 化 セ ン
ター）

20
健康ウォーキング
（8:00 上新田公民
館）
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

2121 22
交通教室（10:00
まきば保育園）
幼年消防団入団式
（10:00 村立西郷幼
稚園）

23
交通安全鼓笛パ
レード（10:00 羽
太小学校）
民生児童委員会定
例会（13:30 高 齢
者生活支援セン
ター）

24
交通安全鼓笛パ
レード（10:00 小
田倉小学校）

25
生活総合相談所（9:00
文化センター）
4 ヶ 月 児 健 康 診 査
（13:00 保健福祉セン
ター）
心配ごと特別相談会
（13:10 高齢者生活支
援センター）
農業委員会第 5回総会
（13:30 プレハブ会議
室）

2626

27
赤 面 山 山 開 き
（7:00 赤 面 山 ）　
さわやか直売所
（8:30 折口原農協
精米所前）

28
柏餅つくり会（10:00
村立西郷幼稚園）
母子手帳交付・健康
相談日（13:00 保健
福祉センター）
行政相談所（13:30 文
化センター）

2929 30
みずほ保育園誕生
会（10:15 み ずほ
保育園）
歯科クリニック
（幼児 13:00,6 歳児
13:45 保健福祉セ
ンター）

31
配 食 サ ー ビ ス
（8:30 保健福祉セ
ンター）


